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ゆるキャラ®グランプリ結果報告
浪江町功労者表彰式
祝 成人式
みんなでともに乗り越えよう
保健だより
みんなの図書館／なみえ創成通信
法律知識
まちの話題
人権擁護委員／まるしぇコーナー
情報ぴっくあっぷ
浪江のこころ通信
連絡先一覧／子育て広場

今月の表紙

ゆるキャラ®グランプリ2019
in しあわせ信州NAGANO
（11月３日  長野県長野市）

広
報

なかよく  みんな  えがおで
あなたと町を結ぶ

応援ありがとう
ございました！

どうも
ありがとう♪

あだたらちゃん うけどん



今回の「ゆるキャラ®グランプリ」は、“うけどん”を通して、多く
の皆さんに浪江町を紹介する絶好の機会となりました。次回は、令和
２年10月３日・４日に岩手県滝沢市に舞台を移し開催する予定で
す。“うけどん”は、浪江町のより一層のイメージアップを図るため、
積極的な町内外のイベントへの参加、インターネットを活用した情報
発信など、今後も様々な活動を行っていきますので、これからも応援
よろしくお願いします。

今後の活躍にも注目！浪江町の更なるイメージアップに向けて

「初挑戦で35位は大した
もんだ。自分が初めて参加
したときの順位は３桁台
だったよ」と、イベント会
場で仲良くなった“先輩ゆ
るキャラ”の皆さんから言
葉を掛けられました。

“先輩ゆるキャラ”も
　　　驚く快進撃！

企画財政課情報統計係　　0240（34）0241

インターネットでも“うけどん”に会える！

うけどん広場

うけどんえかきうた

⑧ ⑦

⑨

⑪ ⑩

④

⑤

⑥

福福島県内1位に
　　 輝きました !
福
　

ゆるキャラ® 

初挑戦の初挑戦の“うけどん”は、全国
（783体参加）

ゆるキャラ® 

初挑戦の
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８月１日から始まった「ゆるキャラ®グランプリ2019」は、11
月２日・３日の決戦投票＆結果発表をもって幕を閉じました。
平成30年10月に「浪江町イメージアップキャラクター」に就任
した “うけどん” は「ゆるキャラ®グランプリ2019」に初挑戦。
結果は、参加したご当地キャラ783体のうち「35位」、福島県内

から参加したご当地キャラの中では「１位」に輝きました。
投票にご協力いただいた皆さん、応援してくださった皆さん、本
当にありがとうございました！

イベント開催中、“うけどん” は、台風の被害が甚大だった長野
県の皆さんや、浪江町から長野県に避難している50人余りの皆さ
んに元気を届けるため、地元のテレビ番組に出演したり、縄跳びに
挑戦したりしました。
また、来場者の皆さんからは、「浪江町は何かと大変だけど頑
張ってね」「遠くから来てくれてありがとう」など、多くの激励の
言葉をいただきました。

①長野県長野市の会場で　②浪江町ブースの前でポーズ　③浪江町をPR　④ステー
ジにも登場　⑤投票箱に清き一票　⑥初代グランプリ“くまモン”と一緒に　⑦家族連
れに大人気　⑧2018年グランプリ“カパル”と遊ぶ“うけどん”　⑨2017年グランプリ
“うなりくん”、大阪府泉佐野市の“イヌナキン”と記念撮影　⑩“うけどん”ファンから
の差し入れとファンレター　⑪長野県の皆さんに元気を届けるため、縄跳びに挑戦

台風の被害に見舞われた長野県へエールを届け、
長野県の皆さんからは、浪江町へのエールを受け取りました

感謝！今回の順位は皆さんの応援のおかげです

①

②

③

感感感謝感謝感謝謝！謝謝！今今今回の回回のの順の順の順順順

福島県島県内1位に
　 輝きまし輝きました !
島県内1位に
輝きました !

 グランプリ2019

“うけどん初挑戦の“うけどん”は、全は、全国35位
（783体参加）（783体参加）

 グランプリ2019

“うけどん”は、全国35位
（783体参加）

����������	
������



第47回浪江町功労者表彰式

受章者代表謝辞　畠山 さん
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第第47回浪江町功労者表彰式
11月３日（文化の日）、浪江町功労者表彰式が
浪江町地域スポーツセンターで行われました。
式では、各般にわたって地域振興に貢献され
た皆さんや町などに援助をいただいた皆さんが
表彰され、受章者代表の畠山熙一郎さんから謝
辞が述べられました。
なお、受章者は次のとおりです。

功績をたたえて

受章者代表謝辞　畠山 さん受章者代表謝辞　畠山 さん受章者代表謝辞　畠山 さん
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成人式を迎える皆さん、おめでとうございます。
成人式は、大人として社会的責任を負う節目を記念する大切なときです。
町は、皆さんの将来の活躍を期待し、祝福します。
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祝成人式
成人式を迎える皆さん、おめでとうございます。
成人式は、大人として社会的責任を負う節目を記念する大切なときです。
町は、皆さんの将来の活躍を期待し、祝福します。

成人式を迎える皆さん、おめでとうございます。
成人式は、大人として社会的責任を負う節目を記念する大切なときです。
町は、皆さんの将来の活躍を期待し、祝福します。

成人式を迎える皆さん、おめでとうございます。
成人式は、大人として社会的責任を負う節目を記念する大切なときです。
町は、皆さんの将来の活躍を期待し、祝福します。

はたちの旅立ち

浪江町地域スポーツセンター 0240（34）3941
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健康知恵袋

うけどんの

●

●
●
●
　　

　　
　　
　　
　　
●
●

年末年始のお酒は
上手に楽しく飲みましょう♪

●
●

●
●
●

風邪を予防する
５つの良い習慣

アルコールは肝臓で分解されます。なお分解には、ビール中瓶
１本当たり、男性は2.2時間、女性は３時間程度かかるとされています。

●食べながら　適量範囲（※）でゆっくりと
●つくろうよ　週に二日は休肝日
●飲まないで　妊娠中と授乳期は
●飲酒後の運動・入浴　要注意
●肝臓など　定期検査を忘れずに

種　類 ビール 清　酒 ウイスキー・
ブランデー　

焼　酎
（35度） ワイン

１日の
適量範囲

中瓶１本程度
（500ml）

1合
（約180ml）

ダブル
（約60ml）

1合
（約180ml）

1杯
（約120ml）

(公益社団法人アルコール健康医学協会「適正飲酒の10か条」から抜粋)

※適量範囲

適正飲酒の
５か条
適正飲酒の
５か条
適正飲酒の
５か条
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　0240（34）0249
　健康保険課健康係
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小学校１年生の元気な「開会の言葉」 ラジオ体操でけがを防止 全身を使って綱を引き寄せる

籠を目掛けて 「宝拾い」では地域の皆さんも活躍 「なみえ焼そば」を手渡し

“煽り運転”をした運転手がどのような罪に
問われるのか知りたい

　〈今回の事例〉
夜間に、自動車で片側１車線の道路を制限速度（時速50キロ
メートル）を守って走っていた際に、いわゆる“煽り運転”をさ
れました。車間距離を極端に詰められたり、ライトをハイビームにされたり、さらには
クラクションを何度も鳴らされたりしました。
その後、追越車線がある場所で追い越されましたが、前方で急ブレーキをかけられ追
突しそうになるなど、とても怖い思いをしました。
これらの危険行為を繰り返してきた運転手は、どのような罪に問われるのでしょうか。

いつか役に立つ

法 律 識
No.36

日常生活の中で起こる可能性のある様々な事例に対して、
法律に基づいた対応策を紹介します。

知
弁護士　大橋　征平

総務課　主幹
（所属：福島県弁護士会）

“
Q

はじめに、“煽り運転”をしてきた運転手を処罰してもらうには、証拠が不可欠です。
証拠を残す手段の一つとして、自動車にドライブレコーダーを装着し撮影することが有
効であると考えられます。簡易で安価な方法として、「ドライブレコーダー設置中」な
どのステッカーを後続車の目に付く場所に貼ることも、“煽り運転”防止に一定の効果が
あるとされています。また、ドライブレコーダーがない場合は、同乗者に“煽り行為”を
撮影してもらうなど、証拠を残しておきましょう。
今回の事例においては、“煽り運転”をした運転手は次のような罪に問われます。前方

の自動車に著しく接近することは、「車間距離保持義務違反」。前方に自動車が走行して
いるにもかかわらずライトをハイビームにすることは、「減光等義務違反」。不必要にク
ラクションを鳴らすことは、「警音器使用制限違反」。後方の自動車に危険を与えること
は、「急ブレーキ禁止違反」に問われる可能性があります。
また、幅寄せや急な割り込みなどをした場合、「暴行罪」に該当することもありま
す。「暴行罪」は、２年以下の懲役や30万円以下の罰金などの刑が科されます。さら
に、“煽り運転”によって事故が起き、人に傷害を負わせたり、死亡させ
たりした場合、「危険運転致死傷罪」に該当することもあります。人に
傷害を負わせた場合は15年以下の懲役、死亡させた場合は１年以上20
年以下の懲役と、さらに重い刑が科されます。
“煽り運転”をされたときは、自動車のスピードを落として、相手に追
い越してもらいましょう。自動車を止めて相手が降りてきた場合は、す
ぐに警察に通報し、また、相手から降りるように要求されても、絶対に
ドアを開けないようにしてください。

A

あお
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なみえ創成小学校・中学校の今を伝える

なみえ創成通信
学校の基本理念　子どもたちの生きる力と夢を育み、地域の未来を切り拓く学校

なみえ創成なみえ創成小学校・中学校ブログ 検索

なみえ創成小学校　　0240（23）5335　　なみえ創成中学校　　0240（23）5336

小学校１年生の元気な「開会の言葉」小学校１年生の元気な「開会の言葉」小学校１年生の元気な「開会の言葉」 ラジオ体操でけがを防止ラジオ体操でけがを防止ラジオ体操でけがを防止 全身を使って綱を引き寄せる全身を使って綱を引き寄せる全身を使って綱を引き寄せる

籠を目掛けて籠を目掛けて籠を目掛けて 「宝拾い」では地域の皆さんも活躍「宝拾い」では地域の皆さんも活躍「宝拾い」では地域の皆さんも活躍 「なみえ焼そば」を手渡し「なみえ焼そば」を手渡し「なみえ焼そば」を手渡し

10月５日、「なみえ創成小学校・中学校・浪江にじいろこども園合同運動会」が、なみえ創成小学校・中学校
グラウンドで開催されました。地域の皆さんをはじめ200人を超える来場者が応援に駆けつけ、「玉入れ」などの
競技が行われました。運動会終了後には、子供たちや参加者に「なみえ焼そば」が振る舞われました。
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張り詰めた空気の中で

防潮堤を視察（請戸地区）毛呂山町の皆さんと意見を交換

「第９回こどもの笑顔フォトコンテスト」を開
催したところ、53点の作品の応募があり、15作
品が入賞。
10月25日に表彰式が行われました。表彰式に

は浪江町イメージアップキャラクター「うけど
ん」もお祝いに駆けつけました。

笑顔があふれる会場笑顔があふれる会場笑顔があふれる会場

入賞おめでとうございます入賞おめでとうございます入賞おめでとうございます

日頃の功績をたたえ

プレーを前に気合を入れる参加者プレーを前に気合を入れる参加者プレーを前に気合を入れる参加者

男性の部
（敬称略）

☆優　勝　高野　　登
☆準優勝　泉田　文男
　第３位　志賀　真芳

女性の部
（敬称略）

☆優　勝　佐藤ヨシ子
☆準優勝　吉田　常子
　第３位　近藤　栄子

10月６日　南相馬市パークゴルフ場

秋空の下で始球式秋空の下で始球式秋空の下で始球式

男性の部
（敬称略）

☆優　勝　青田　宗夫
☆準優勝　原中　一夫
　第３位　尾崎　宗春

女性の部
（敬称略）

☆優　勝　枇々木ヨネ子
☆準優勝　増子　寿子
　第３位　津浦加津江

10月20日　なみえ創成小学校・中学校グラウンド
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皆さまの身の回りにある楽しい話題、
いっぷう変わった話題などの情報を募集しています。

　企画財政課情報統計係
0240（34）0241　　

張り詰めた空気の中で張り詰めた空気の中で張り詰めた空気の中で

10月６日、浪江町地域スポーツセ
ンターにおいて、令和元年度浪江町消
防団秋季検閲式が開催されました。
震災後、町内での検閲式開催は４

回目。多数の来賓を前に、113人の
団員がラッパ隊の演奏に合わせ、各
分団が“閲団・分列行進”に臨みまし
た。
また合わせて、功績章７人、精勤章

15人の表彰が行われました。

防潮堤を視察（請戸地区）防潮堤を視察（請戸地区）防潮堤を視察（請戸地区）

10月10日、浪江町行政区長会研修会が開催されました。
午前は、浪江町地域スポーツセンターを会場に、埼玉県毛呂山町区長会との意見交換会が行われ、初め

に、佐藤副町長などから、避難者支援に関する感謝の気持ちを伝え、あわせて町の現状などについて説明
した後、東日本大震災時における体験や町の復興状況、毛呂山町民との交流などについて意見を交換しま
した。
午後は、町内の復興状況が分かる仮設焼却施設や防潮堤、太陽光発電設備などの現場を視察しました。

毛呂山町の皆さんと意見を交換毛呂山町の皆さんと意見を交換毛呂山町の皆さんと意見を交換

笑顔があふれる会場

入賞おめでとうございます

日頃の功績をたたえ日頃の功績をたたえ日頃の功績をたたえ

プレーを前に気合を入れる参加者 秋空の下で始球式
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問合せ
申込み
電　話
ファクス
メールアドレス
ホームページアドレス
フリーダイヤル

問

e
FAX

URL

TEL
申

＋ 仮設津島診療所のお医者さん

　仮設津島診療所　　0243（24）1431
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＋ 浪江診療所 のお医者さん

　浪江診療所　　0240（23）6173
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ひとりで悩まずに
ご相談ください
ひとりで悩まずに
ご相談ください
ひとりで悩まずに
ご相談ください

あなたのまちの相談パートナー

ひとりで悩まずに
ご相談ください
ひとりで悩まずに
ご相談ください
ひとりで悩まずに
ご相談ください

●人権擁護委員とは？
人権擁護委員は、法務大臣から委嘱された民間ボランティアです。
人権擁護委員法に基づいて、地域の皆さんから人権に関する相談を受け、問題解決の手助けをする

ことで、人権について関心を持ってもらえるような啓発活動を行っています。現在約１万4,000人の
人権擁護委員が全国の各市区町村に配置され、積極的な人権擁護活動を行っています。
浪江町では、現在５人の人権擁護委員が活動しています。
浪江町の人権擁護委員は下記のとおりです。（敬称略）
林　心澄　鈴木惠一　田村栄子　齋藤俊行　星　秀美

差別・いじめ・いやがらせなど、人権に関する問題で
お困りの場合は、法務局の人権相談を利用してください。

●みんなの人権１１０番　　　0570（003）110
●女性の人権ホットライン　　0570（070）810
●子どもの人権１１０番　　　0120（007）110
※平日８時30分～17時15分（年末年始を除く）
※電話番号の掛け間違いに注意してください。

人権擁護委員人権擁護委員

住民課住民係　　0240(34)0230

浪江町では12月の人権週間に合わせ、
特設人権相談を行います。

▽日時　12月５日（木）
　　　　10時～15時（12時～13時を除く）

▽場所　浪江町役場本庁舎
　　　　１階第一行政相談室

▽当日専用ダイヤル
　　　　　 090（9030）0164
※相談は無料で、秘密は厳守します。
気軽に相談してください。

特設人権相談を開設します

11時～14時

11時～14時
８日 日

毎月
第２土曜・日

曜は

まるしぇの
日♪

12月

※都合により、内容などを変更する場合があります。ご了承ください。
駐車場は役場敷地内駐車場を利用してください。皆さんのお越しを心からお待ちしています。

産業振興課商工労働係 　　0240（34）0247
１月は11日（土）12日（日）に開催！

この冬、大活躍間違いなし！
「あったか♪うけどんブランケット」
を両日先着400人にプレゼント！

10月は「まるしぇ３周年＆なみえ秋まつり」10月は「まるしぇ３周年＆なみえ秋まつり」

ステージ

７日土

７日
（土）

８日
（日）

・パワフルバランス芸　たけちゃん
・大道芸　羽舞
・浪江町復興応援アイドル　reborn

移動式プラネタリウム
「プラネタリウムがやってくる！星空体験コーナー」

・15分で子供に戻れる！　よかよか学院
・マジック　オーイズミ

特別イベント
東京工業大学の学生による
「最新技術を体験しよう！ロボット体験コーナー」

イベント会場：サンシャイン浪江体育館 会場：なみえまるみえ情報館

・ひきたてコーヒー販売
　　　　　　　カスタムコーヒー
・似顔絵描き　たれめのリリー

露店

記念品

う まい

リ ボ ー ン
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弘前大学浪江町復興支援室（健康保険課内） 080（2813）0823（平日８時30分～17時15分）

開催日時
場所

内　容

12月20日（金）13時30分～15時
なみえ創成クラブハウス
（浪江町大字幾世橋字来福寺西73番地）

● 気軽に参加してください。（予約不要・参加費無料）
● 健康・放射線相談、Dシャトル（個人線量計）の結果の確認も受け付けています。

「あっぷるサロン」「あっぷるサロン」「あっぷるサロン」開催のお知らせ

◇茶 話 会

役場（二本松事務所、各出張所および浪江にじいろこども園を含む）の業務
は、12月28日（土）から１月５日（日）まで休みです。閉庁中は、本庁舎のみ日直
が対応します。

■日直受付時間　８時30分～17時15分
■日直対応業務　戸籍関係届出書の収受
※住民票の写しなど、各種証明書の発行はできません。

年末年始の役場業務のご案内

総務課行政係 0240（34）0235

12月29日（日）から１月３日（金）まで休館します。
新年は、１月４日（土）から開館します。ご理解をお願いします。

浪江町地域スポーツセンター
休館のお知らせ

浪江町地域スポーツセンター 0240（34）3941
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「あっぷるサロン」
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今年も大晦日の正午から、大聖寺で鐘
つきを行います。
どなたでも参加できますので、皆さん
ぜひおいでください。
なお、駐車場は大聖寺裏手「墓地駐車
場」となります。

おお みそか

町民の皆さんからお寄せいただいた情報を掲載します

大聖寺 除夜の鐘つき

大聖寺
（浪江町大字北幾世橋字北原６）
0240（35）3325

川添芸能保存会は、多くの皆さんの力添えにより、震
災後に活動を再開してから、６年目を迎えることができ
ました。ありがとうございます。
令和２年の元日は、町内各地で、厄払い・無病息災・
家内安全・商売繁盛・新築祝いなどを祈願し神楽を演舞
します。
希望する人は、お問合せください。会員一同、皆さん
の幸せを心から願い演舞します。

浪江町川添芸能保存会
　　　　令和２年新春神楽の舞

浪江町川添芸能保存会　会長　石澤孝行
090（1063）2500
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住宅用火災警報器は、煙や熱を自動的に感知し、警報音や音声などで火災の発生をいち早く知ら
せ、避難を促す機器です。設置することで「逃げ遅れ」による死傷者の
発生を低減、火災による被害を最小限にすることに役立ちます。また、
住宅用火災警報器は、古くなると電子部品の寿命や電池切れなどで、火
災を感知しなくなることがあります。点検ボタンを押すまたはひもを引
いて、定期的に作動確認をするとともに、10年を目安に交換しましょう。

消防署からのお知らせ

浪江消防署 0240（34）4111
富岡消防署 0240（22）2119火事と救急は119番 《消防署連絡先》

住宅用火災警報器を設置しましょう

令和元年度全国統一防火標語「 ひとつずつ  いいね！で確認  火の用心 」

この時期は空気が乾燥し、火災が発生しやすくなります。火気の取扱いには十分注意しましょう。

火災を防ぐポイント
●石油機器などの取扱説明書をよく読んで、注意事項は必ず守る
●ストーブの上に洗濯物などを干さない
●外出するときや寝るときは完全に火を消す
●ヘアスプレーなど引火の可能性があるものは近くに置かない

企画財政課情報統計係 0240（34）0241

問合せ先の変更

なみえタブレット 通信

11月１日から「浪江タブレット特別料金プラン」を
“利用している人”と“利用していない人”で、タブレット
の操作方法やなみえアプリなどに関する問合せ先が異な
りますので、下記の連絡先をよくご確認の上、お問合せ
いただきますようよろしくお願いします。

※「浪江タブレット特別料金プラン」の申込みは終了し
ています。

年末プレゼント企画！
今年もやります！
12月４日(水)から配信する
「なみえチャンネル年末クイズ号」内
のうけどんクイズに答えて、
　『2020年
うけどんカレンダー』

をゲットしよう！
　　★回答いただいた人の中から、抽選で
100人にプレゼント！

★申込期限　12月15日（日）まで
★詳しくは、なみえ新聞をご覧ください。

●なみえ新聞「おもしろ」
の記事内

●インターネットやアプリ
「YouTube」で「なみえ
チャンネル年末クイズ号」
で検索

なみえチャンネルを見る方法浪江町タブレット
サポートセンター

0800（919）3287
（平日９時～17時15分）

浪江町役場
企画財政課情報統計係

0240（34）0241
（平日８時30分～17時15分）

浪江タブレット
特別料金プラン

利用している人 利用していない人

うけどんからの
大事なお知らせ
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●募集対象
平成23年３月11日時点で、浪江町に住民票
があった人
●原稿内容など
【様　式】応募様式は自由です。
【文字数】1,000字程度
　　　　（400字詰めの原稿用紙２～３枚）
【原稿内容】
・・今の生活や身の回りの状況
・浪江町での思い出や浪江町への思い
　　　　　などを自由に書いてください。
【必要事項】
文末に、応募者の①名前②年齢③避難先住所
④電話番号を記入してください。
●応募方法
浪江のこころプロジェクト事務局まで郵送ま
たは電子メールで応募してください。

【応募先】
浪江のこころプロジェクト事務局
（浪江町役場企画財政課情報統計係）

〒979－1592 
浪江町大字幾世橋字六反田７番地２

【応募先アドレス】
　　 namie12030@town.namie.lg.jp

●その他
・応募者には、記念品を進呈します。
・応募原稿は返却しません。
・応募原稿は、広報なみえの「浪江のこころ通
信」のコーナーに、本人の顔写真とともに掲載
します。その際には、個別に連絡します。
※取材を受けていただける人も随時募集していま
す。連絡をお待ちしています。

皆さんの今の生活や身の
回りの状況、将来の夢、浪
江町での思い出などを聞か
せてください。

　・　浪江のこころプロジェクト事務局（浪江町役場企画財政課情報統計係）
　 0240（34）0241　　0240（34）4593

健康保険課放射線対策係　　0240（34）0261

放射線相談員だより放射線相談員だより
～放射線量を詳しく知りたい人はDシャトル（個人線量計）の利用を～

浪江町役場本庁舎に放射線相談員が常駐しています。
今回は放射線量をより詳しく測定することができるＤシャトル（個人線量計）に
ついてお話しします。

バッジ式線量計を使っ
ていますが、帰還困難
区域を通行しても結果
は、いつもほとんど数
値が変わりません。

バッジ式線量計は３か月間の合計線量を測定するもの
なので、数時間程度、普段と違う行動をしても結果は
ほとんど変わりません。
帰還困難区域を通行したときなどの線量を知りたい場
合には、Dシャトル(個人線量計)の使用をお勧めしま
す。Ｄシャトルは、1時間ごとの線量を記録できる線
量計で、自分の行動と線量の関係が分かります。貸出
しもできますので、気軽に問い合わせてください。

■Ｄシャトルを利用した放射線量の測定結果（例）

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

10

【
放
射
線
量（
μ
Sv
/h
）】

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 【時】

帰還困難区域を通行したときには数値が上がっています
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皆さまから義援金などのご支援をいただきました。

●毛呂山町区長会 様
●毛呂山町全国被災地復興支援委員会 様

●パンダ歌謡友の会　会長　本多　眞一 様

義援金

寄附金
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健康保険課放射線対策係　　0240(34)0261

空間線量計(精密博士)の点検・校正はお済みですか？
町で貸与した空間線量計は、正確な測定をするために年に１回の点検・校正
が必要です（無料）。空間線量計の裏側に書かれている前回の校正時期から１年
以上経過している、または校正時期が書かれていない人は、点検・校正を行っ
てください。
また、空間線量計を使用していない人は、返却も受け付けます。
【申込方法】
①役場などへ持ち込む場合
空間線量計を配布時の箱に入れ、放射線対策係、二本松事務所、各出張所窓
口のいずれかへお持ちください。申込書は各窓口に備え付けてあります。
②送付の場合
封筒、送り状（着払い）を郵送するので、点検・校正を希望する人は株式会社
ＪＢジャパン・ブランドまで連絡してください。封筒などが届いたら、申込
書に記入の上、空間線量計を配布時の箱に入れ、「着払い」で次の送付先に
送ってください。
〒960－8018　福島市松木町10番８号　FDKビル１F
株式会社ＪＢジャパン・ブランド
　 024（573）2545　　024（573）2544

精密博士

箱
封筒、送り状

校正時期
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平成23年３月11日に発生した東日本大震災、そし
て福島第一原子力発電所の事故により、町内全域に出
されていた避難指示は、平成29年３月31日に「帰還
困難区域」を除き解除されましたが、多くの浪江町民
は福島県内外に分散して避難生活を続けています。町
を取り巻く状況が徐々に変化する中で、町民の皆さん
がどのような思いで生活し、ふるさとへの思いを抱い
ているのか。
“浪江のこころプロジェクト” は、町民の皆さんの
声を「浪江のこころ通信（※1）」を通してお届けし、
皆さんの思いや暮らしぶりを発信・共有しようとする
ものです。
一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアム

（※2）が中心となり、全国各地のＮＰＯ、大学などの
皆さんが取材を進め、浪江町と連携し「浪江のこころ
通信」を編集・発行しています。

※１　浪江のこころ通信は、町民の皆さんがお話しした「ここ
ろ」を伝えることを大切にするため、取材者が聞き取っ
てまとめた原稿をほぼ原文のままで掲載しています。

※２　一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアムは、大
学、ＮＰＯ、企業、経済団体、行政などが連携したコ
ミュニティ支援ネットワーク。仙台が本拠地。

● 第102号 ●

「浪江のこころ通信／第102号」への
感想をお寄せください。

　【連絡先】〒979－1592 
　　　　　 浪江町大字幾世橋字六反田7番地2

　　「浪江のこころ通信」宛て
　　　　　　　　　 FAX0240（34）4593
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と
き
、
い
わ
き

市
の
山
間
部
に

行
っ
た
ら
、
お

米
を
分
け
て
く

だ
さ
っ
た
お
ば

あ
さ
ん
が
い

て
、
そ
れ
は
も

う
有
り
難
か
っ

た
で
す
ね
。

家
族
や
ペ
ッ
ト

と
一
緒
に
な
れ

た
の
は
、
福
島

市
松
川
町
の
応

急
仮
設
住
宅
に

移
っ
て
か
ら
で

し
た
。
父
が
亡

く
な
っ
た
り
、

今
は
川
俣
町
に

住
む
祖
母
が
寝

た
き
り
に
な
っ

た
り
、
８
年
の

間
に
い
ろ
ん
な

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

松
川
町
で
２
年
過
ご
し
た
後
、
復

興
公
営
住
宅
を
あ
ち
こ
ち
探
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
こ
の
表
団
地
の
抽
選
最

終
日
に
行
き
当
た
っ
て
入
居
で
き
た

ん
で
す
よ
。
そ
う
し
た
ら
、
入
居
説

明
会
前
に
管
理
人
就
任
の
打
診
が
あ

り
、
迷
い
ま
し
た
が
引
き
受
け
ま
し

た
。

◆
団
地
の
暮
ら
し
は
い
か
が
で
す

か
、
団
地
自
治
会
の
活
動
の
様
子

な
ど
も
教
え
て
く
だ
さ
い

佐
藤
さ
ん　

団
地
の
入
居
開
始
は
平

成
29
年
７
月
。
そ
の
年
の
10
月
に
は

総
会
を
開
き
ま
し
た
。
全
戸
が
自
治

会
に
加
入
し
て
お
り
、
現
在
は
浪
江

町
が
８
割
、
後
は
大
熊
町
や
富
岡

町
、
南
相
馬
市
小
高
区
の
方
々
で
、

子
供
は
小
学
生
と
幼
稚
園
児
の
２
人

だ
け
で
す
。

今
年
の
４
月
か
ら
山
形
さ
ん
が
自

治
会
長
に
な
り
、
役
員
も
１
人
増
え

て
５
人
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

最
初
の
１
年
は
住
民
や
ペ
ッ
ト
の

ト
ラ
ブ
ル
や
駐
車
場
の
街
灯
の
こ
と

な
ど
問
題
が
あ
り
、
結
構
苦
労
し
ま

し
た
が
、
２
年
経
っ
て
落
ち
着
い
て

き
ま
し
た
。
た
だ
困
っ
た
こ
と
に
、

総
会
を
開
い
て
も
皆
さ
ん
か
ら
要
望

や
意
見
が
出
て
き
ま
せ
ん
。

月
１
回
の
美
化
活
動
も
約
95
パ
ー

セ
ン
ト
の
参
加
が
得
ら
れ
て
い
る
の

で
す
が
、
こ
ち
ら
も
し
か
り
で
す
。

団
地
の
人
た
ち
の
日
頃
の
サ
ポ
ー
ト

や
会
話
が
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。集

会
所
の
定
期
的
な
利
用
は
「
踊

り
の
会
」
の
皆
さ
ん
の
み
で
す
が
、

そ
の
他
、
支
援
し
て
く
だ
さ
る
団
体

や
介
護
福
祉
専
門
学
校
さ
ん
が
県
立

安
達
高
校
と
一
緒
に
月
１
回
の
学
生

食
堂
や
よ
さ
こ
い
、
健
康
体
操
や
趣

味
の
教
室
を
兼
ね
た
お
茶
会
な
ど
を

開
い
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

山
形
さ
ん　

今
年
の
夏
祭
り
は
１
５

０
人
〜
２
０
０
人
く
ら
い
だ
っ
た
か

な
。
最
初
の
年
は
集
会
所
と
周
り
の

芝
生
だ
け
で
手
狭
だ
っ
た
の
で
、
今

年
は
駐
車
場
を
会
場
に
し
た
ん
だ
。

暑
か
っ
た
け
れ
ど
、「
智
恵
子
の
ふ

る
さ
と
太
鼓
保
存
会
」
や
「
Ｗ
ｏ
ｎ

ｄ
ｅ
ｒ
な
み
え
」
の
よ
さ
こ
い
踊

り
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
や
カ
ラ

オ
ケ
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
水
風
船
な

ど
の
出
店
も
。
結
構
い
ろ
い
ろ
あ
っ

た
な
。

祭
り
の
前
、
知
り
合
い
か
ら
借
り

た
大
漁
旗
を
団
地
北
側
の
通
路
に

飾
っ
た
ら
、
結
構
イ
ン
パ
ク
ト
が

あ
っ
て
、
い
い
宣
伝
に
な
っ
た
ん
だ

よ
。

佐
藤
さ
ん　

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
の
賞
品

で
一
番
人
気
が
あ
っ
た
の
が
お
米
。

そ
の
他
の
賞
品
も
日
常
生
活
で
役
に

立
つ
も
の
に
し
た
の
で
、
喜
ば
れ
ま

し
た
ね
。
で
も
、
近
隣
の
人
た
ち
に

当
た
る
こ
と
が
多
く
て
、
団
地
に
は

少
な
か
っ
た
で
す
ね
。
お
隣
の
高
齢

者
施
設
「
J
W
S
陽
だ
ま
り
の
郷
」

の
職
員
さ
ん
方
も
来
て
く
だ
さ
っ

て
、
や
は
り
地
元
の
方
々
の
理
解
は

大
事
で
す
ね
。
来
年
度
も
、
暑
さ
対

策
と
食
中
毒
に
注
意
を
払
い
な
が

ら
、
団
地
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

続
け
た
い
で
す
。

ま
た
、
団
地
に
は
一
人
暮
ら
し
の

方
が
多
い
の
で
、
そ
の
生
活
が
心
配

で
す
。
長
期
の
入
院
や
留
守
の
場
合

の
緊
急
対
応
な
ど
に
つ
い
て
も
、
県

と
も
相
談
し
な
が
ら
適
切
な
対
策
を

取
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

◆
最
後
に
、
ふ
る
さ
と
に
対
す
る
思

い
な
ど
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

山
形
さ
ん　

請
戸
に
は
も
う
何
も
無

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
、
み
ん
な

と
仲
良
く
、
心
地
よ
く
、
こ
こ
で
暮

ら
せ
た
ら
い
い
ね
。

佐
藤
さ
ん　

買
い
物
も
交
通
も
不
便

だ
し
、
昔
の
よ
う
な
近
所
付
き
合
い

や
農
業
も
で
き
な
い
こ
と
を
考
え
る

と
、
飯
舘
村
に
は
帰
れ
な
い
で
す

ね
。
早
く
仕
事
に
就
い
て
、
こ
こ
で

普
通
の
生
活
を
し
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

志
賀
さ
ん　

実
家
は
南
相
馬
市
の
小

高
に
あ
る
け
れ
ど
、
今
の
と
こ
ろ
は

こ
こ
で
暮
ら
し
ま
す
よ
。

佐
々
木
さ
ん　

左
官
屋
と
し
て
仕
事

を
し
な
が
ら
小
高
や
大
熊
町
、
浪
江

町
と
住
ま
い
を
移
し
て
き
た
け
れ

ど
、
こ
の
団
地
で
楽
し
く
暮
ら
し
ま

す
よ
。

▲インタビュー風景

▲今年もにぎ
わった表団
地の夏祭り
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県営表団地自治会
　会　　長 山形　武さん（請戸）
　管理人兼庶務 佐藤　浩さん（飯館村）
　会　　員 志賀　康士さん（権現堂）
　会　　員 佐々木初雄さん（川添）

◆
東
日
本
大
震
災
が
起
き
た
時
か

ら
、
こ
の
団
地
に
落
ち
着
か
れ
る

ま
で
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か

山
形
さ
ん　

地
震
の
時
は
船
を
出
し

て
い
て
、
戻
っ
て
き
た
ら
な
ぁ
ん
に

も
な
か
っ
た
。
役
場
に
行
っ
て
も
誰

も
い
な
い
。
ど
う
し
よ
う
か
と
思
っ

て
い
た
ら
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
大
堀
ま

で
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
る
人
が
い

て
、
小
学
校
と
中
学
校
に
２
日
間
ず

つ
。
東
京
都
の
息
子
の
と
こ
ろ
に
12

日
間
、
福
島
県
に
戻
っ
て
か
ら
は
津

島
か
ら
川
俣
町
へ
。
川
俣
高
校
体
育

館
、
お
じ
ま
ふ
る
さ
と
交
流
館
と

転
々
と
し
た
よ
。
お
じ
ま
ふ
る
さ
と

交
流
館
に
は
１
週
間
く
ら
い
い
た
か

な
。
そ
れ
か
ら
野
地
温
泉
（
福
島

市
）
に
１
年
近
く
い
て
、
二
本
松
市

郭
内
の
仮
設
住
宅
に
移
っ
て
、
こ
こ

に
来
た
ん
だ
。

妻
が
津
波
で
行
方
不
明
だ
っ
た
の

で
、
相
馬
市
や
南
相
馬
市
原
町
区
の

遺
体
安
置
所
を
探
し
歩
い
て
、
よ
う

や
く
４
か
月
後
に
見
付
か
っ
て
、
二

本
松
市
安
達
の
高
林
寺
で
供
養
し
て

も
ら
っ
た
ん
だ
よ
。

佐
々
木
さ
ん　

あ
の
時
は
津
島
に
避

難
し
て
、
す
ぐ
に
都
路
村
に
移
っ
て

３
日
間
い
た
ね
。
会
社
の
仲
間
た
ち

と
東
京
都
の
借
上
げ
住
宅
に
１
年
ほ

ど
い
て
、
そ
れ
か
ら
６
年
ほ
ど
二
本

松
市
の
雇
用
促
進
住
宅
に
い
て
、
こ

の
表
団
地
に
来
た
ん
だ
。

志
賀
さ
ん　

す
ぐ
に
南
相
馬
市
原
町

区
に
避
難
し
て
３
日
間
。
喜
多
方
市

で
葬
式
が
あ
っ
た
も
の
だ
か
ら
駆
け

つ
け
て
、
そ
の
ま
ま
１
か
月
く
ら
い

喜
多
方
市
に
い
て
、
そ
れ
か
ら
埼
玉

県
の
姪
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
20
日
間

ほ
ど
い
た
か
な
。

そ
の
後
、
兄
の
友
人
の
紹
介
で
新

潟
県
三
条
市
の
避
難
所
に
行
っ
た
ん

だ
け
ど
、
３
日
く
ら
い
は
体
育
館
の

物
干
し
場
で
過
ご
さ
な
く
ち
ゃ
な
ら

な
か
っ
た
ん
だ
、
ひ
ど
か
っ
た
ね
。

三
条
市
の
雇
用
促
進
住
宅
で
７
年
間

過
ご
し
た
後
、
浪
江
町
役
場
か
ら
団

地
の
情
報
を
聞
い
て
、
こ
こ
に
来
た

ん
だ
。

佐
藤
さ
ん　

あ
の
日
は
い
わ
き
市
の

海
か
ら
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
の
と

こ
ろ
で
仕
事
を
し
て
い
て
、
す
ぐ
目

の
前
ま
で
浸
水
し
て
い
る
こ
と
も
知

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
午
後
９
時
頃
に

仕
事
を
終
え
、
普
段
だ
っ
た
ら
宿
泊

先
に
15
分
く
ら
い
で
帰
れ
る
の
に
、

橋
が
通
れ
ず
１
時
間
30
分
く
ら
い
掛

か
っ
て
戻
り
ま
し
た
。
夜
中
に
ラ
ジ

オ
を
付
け
て
初
め
て
津
波
被
害
の
ひ

ど
さ
を
知
り
ま
し
た
。
そ
の
ま
ま
１

年
ほ
ど
小
名
浜
の
会
社
で
仕
事
を
続

け
、
そ
の
後
も
飯
舘
村
に
は
戻
ら
ず

に
、
い
わ
き
市
に
３
年
ほ
ど
い
ま
し

た
。震

災
直
後
、
浪
江
町
の
人
た
ち
は

避
難
所
と
は
い
え
救
援
物
資
も
あ
っ

た
よ
う
で
す
が
、
い
わ
き
市
で
は
食

べ
物
は
お
ろ
か
、
飲
み
物
さ
え
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
お
店
は
開
い
て
な

い
し
、
お
金
が
あ
っ
て
も
買
え
る
物

が
な
い
し
、
情
報
も
来
な
い
。
あ
る

取材者：認定特定非営利活動法人市民公益活動パートナーズ古山・松田
取材日：９月10日

表団地は、みんな協力的で、いい団地ですよ

福島県

二本松市の霞ヶ城公園の北東側にある県営表団地は、現在、33世帯が暮らすこぢんまりとした団地です。
団地住民総出の夏祭り（８月４日開催）は、今年で２回目を迎えました。「近隣の人たちはもちろん、市
内の県営根柄山団地や若宮団地、出演チームの家族など、大勢の人たちが祭りに参加してくださって、かな
りのにぎわいでした」と、当日の写真をたくさん見せてくださいました。
山形会長と佐藤管理人、会員として自治会のお手伝いをされている志賀さん、佐々木さん、４人の方々に

お話を伺いました。

山形さん 佐藤さん 志賀さん 佐々木さん

め
い
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10月23日、第６回子育てサロン「ぽかぽかテラス」が浪江にじ
いろこども園で開催されました。「離乳食と幼児食の進め方」を
テーマに栄養士が講話を行い、「野菜などの好き嫌いの解消法」「幼
児食と大人の食事の違い」「食事に集中させる方法」などの子供の食
に関する悩みについて分かりやすく解決策を話しました。
幼児期の子供には、苦味やえぐ味が強い野菜を好まない傾向があ
り、初めて見た食べ物に恐怖を感じる「新奇性恐怖」という特徴が
あること。また、１・２歳児に食べにくい食品として、皮が口に残
るものや口の中でばらばらになりやすいものなどがあり、調理する
際に、皮をむく、とろみをつける、水分を加えるといった工夫が必
要であるとのアドバイスなどに、保護者は聞き入っていました。
講話終了後も、栄養士に「どれくらいの量を食べさせればいいか」など、日頃の疑問などを相談する姿
が見られ、保護者の悩みや不安の解消に役立つ時間となったようです。

田村市の有機農家から生まれた劇団「赤いトマト」が届ける、
手作りの人形を使った「人形劇」。鑑賞してみませんか？
●日　時　12月13日（金）10時50分～11時30分
●場　所　浪江にじいろこども園　遊戯室
※当日は親子で一緒に鑑賞してください。

ぽかぽかテラスを開催しました

　・　浪江にじいろこども園　　 0240（25）8619

劇団「赤いトマト」が
やって来ます！
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